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市内の空間放射線量測定結果交通事故発生件数（5月中）
発生件数：216件※
人身事故：25件（死者：1人、けが人：33人）
物損事故：191件

火災と救急件数（5月中）
火災件数：2件
救急件数：425件（交通：24、急病：270、その他：131）
搬送人員：350人

※東松山警察署管内（東松山市・滑川町・川島町・吉見町）の件数

人口と世帯（6月1日現在）
人口：90,847人
　男：45,642人
　女：45,205人
出　生（5月中）：46人
死　亡（5月中）：86人
転入等（5月中）：420人
転出等（5月中）：358人
世帯数：42,724世帯
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　市内34か所で空間放射線量を定期的に
測定しています。
　６月の測定においても、基準値を下回っ
ています。
　測定結果の詳細は、市 に掲載してい
ます。
環境政策課☎63-5006 23-7700

この広報紙にあなた
が写っていましたら
広報広聴課へご連
絡ください。写真をさ
しあげます。

大人気！ホタル観賞会たのしいベンガラ染めワークショップ

ジャガイモ・タマネギ収穫体験

　5⽉27⽇(土)、市農林公園でジャガイモ・タマネギ収穫体験が⾏われました。とても⼤きなタマネギを収穫し
た子どもは「見て！見て！」とうれしそうにタマネギを見せてくれました。ジャガイモは、⼒強く根を張っていた
ため、親子で協⼒をしながら土を掘っていました。さまざまな種類のジャガイモが収穫でき、参加者は充実した
表情をしていました。

　5⽉25⽇（木）、市農林公園
でたのしいベンガラ染めワー
クショップを開催しました。
ベンガラは、土の成分を取り
出してできた天然の顔料で
す。それぞれビー玉や型を
使って好きな模様や⾊を付
け、世界に一つしかないオリ
ジナルの⼿ぬぐいが完成しま
した。参加者からは「かわい
い作品ができてうれしい」「もっと⾊々な物を染めてみ
たい」などの声があり、和気あいあいとした雰囲気の
中で楽しいひとときを過ごしていました。

　6⽉10⽇(土)、市農
林公園近くの新屋敷ホ
タルの里と東谷ホタル
の里で、ホタル観賞会
を開催しました。当⽇
は300⼈以上の⼈が参
加し、真っ暗な空を飛
ぶきれいなホタルを鑑賞しました。ここでは６⽉上旬
にゲンジボタル、６⽉中旬から下旬にかけてヘイケボ
タルが飛

ひしょう

翔のピークです。この里を管理する方々のお
かげで見ることができます（詳しくは30ページをご覧
ください）。来年のホタルも楽しみです。

　横田さんにホタルの魅力を伺うと「ホタルを見
ていると気持ちが安らぐ。ゲンジボタルは光も強
く活発に飛び、ヘイケボタルは幻想的であり、ずっ
と見ていても飽きない。東谷ホタルの里では、5
月末～7月初めにかけて、ゲンジボタルからヘイ
ケボタルまで鑑賞することができ、時期によって
は両方のホタルを見ることができます。」とのこと。
　また、横田さんに今後の抱負を伺うと「最近、人
が集まる機会が少なくなってしまった。ホタルの
里づくりを通して人と人
との交流の場になればい
いと思っています。ホタ
ルを通して毎年、新しい
人との出会いがあるんで
す。」と答えてくれました。
　今年もたくさんのホタ
ルを見ることができまし
た。横田さんをはじめ、
ホタルの里づくり推進委
員の皆さん、ありがとう
ございます。

　今年も新
あ ら や し き

屋敷
ホタルの里ホタ
ル観賞会が行わ
れ、当日はたく
さんの人が鑑賞
会に参加されま
した。日頃から、
ホタルの里の保
全活動に取り組
んでいる新屋敷

ホタルの里づくり推進委員会代表の横
よ こ た

田五
い わ お

和夫さ
んにお話を伺いました。
　新屋敷ホタルの里づくり推進委員会は現在15
人ほどで活動しています。主な活動は大岡地区に
ある新屋敷と東

ひがしやつ

谷の２つのホタルの里の保全活動
を行っています。ホタルの生息環境を維持するた
め、年間を通して草刈りや水路の清掃など季節に
応じた整備を行っており、6月に開催したホタル
の鑑賞会前には案内板やライトを設置し、また、
ホタルを見にきた人が安全に歩けるようにパレッ
ト等を設置しています。

埼玉県
こども動物自然公園

〒355-0065岩殿554　☎35-1234 35-0248
開園時間等は をご確認ください。 埼玉県こども動物自然公園

先輩よろしくおねがいします！
　開園して40年以上もたつと、園内各所でスタッフも動物も世代交代があ
ります。ポニー乗馬コーナーでは、10頭ほどのポニーたちが乗馬体験をす
る子どもたちを待っていますが、20歳を超えるポニーは体力的に厳しくな
り、新しくやってきた若いポニーたちが引き継いで頑張らなくてはなりませ
ん。しかし、若いポニーはすぐに乗馬ができるわけではないのです。鞍

く ら

を付
けて人を背中に乗せること、ちょっとした物音や環境の変化に動じないこと、
スタッフとのコミュニケーションなどを学びながら一人前になっていくので
す。そしてポニーを引くスタッフも一緒にたくさんの練習をして経験を積み、
一人前のポニー引きになります。さらに先輩から教わったり、講師を呼んだ
りなどの積み重ねからできあがるものです。ポニーに乗るのはとても気持ち
がいいし、子どもたちにとってかけがえのない体験です。その裏にはスタッ
フとポニーの日々の努力があるのです。
　４月から、若手のスタッフにポニーとの付き合い方やポニー乗馬の方法な
どを教えてくれる人が期間限定で来てくれることになりました。８年前まで
動物園に勤め、当時ポニー乗馬の担当をしていたスタッフです。「これまでの
経験をぜひ若手に教えてほしい」と頼んだら快諾してくれました。先輩が後
輩を教えている光景をみなさんも目にするかもしれません。
　動物も人も、個性があって感情もあります。うまく付き合う方法は、一朝
一夕ではないのです。
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埼玉県こども動物自然公園埼玉県こども動物自然公園

毎日のお手入れも大切なコミュニケーション

トレーニングも簡単ではないんです

ポニーの引き方をおそわる新人（右）

パレットの設置（横田さん提供）

草刈りの様子（横田さん提供）

新屋敷ホタルの里づくり推進委員会の皆さん

※8月号は植物ZOO鑑です。※8月号は植物ZOO鑑です。

新屋敷ホタルの里づくり
推進委員会

令和5（2023）年▪7月令和5（2023）年▪7月 3130
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